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給食センター施設整備事業（北部）

会計区分 事業類型 施設整備系

担当係

事業番号 341

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局
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概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

安全でおいしい学校給食を提供します

3

平成２５年度

教育・子育て

10

～

学校給食課

北部学校給食センター

3

学校給食法

4

平成２７年度

学校教育

・平成１０年に建築され、老朽化した施設を改修する。

・平成２５年度は、ボイラ－等改修工事（ボイラ－本体（２台）、ボイラ－室及び蒸気配管）を

改修する　ための設計委託を実施した。

・平成２６年度は、ボイラ－等改修工事及び焼き物機を改修するための設計委託を実施す

る。

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

心身の成長著しい児童及び生徒の食生活の健全化を図る施設である学校給食センタ－の

管理運営の推進を図る。

内容

（手段）
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千円

人

千円

人

千円
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％

千円

千円

千円

0.00

直接経費

0
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105

54,179

Ｈ25決算額
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対前年比

その他財源

0

正職員

一般財源

費用合計

0

従事者数

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

0

1,365
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国・県支出金

0

Ｈ24決算額

0.0

財

源

0

0.00

0

3,685.6

00

00

54,179

0.0

1,470

0.05

る。

     ボイラ－等改修工事監理委託　 2,452千円

　　ボイラ－等改修工事　　　　　　　49,306千円

     焼き物機改修工事設計委託　　 2,158千円

0.02

0

263

1,470

受益者負担

Ｈ26予算額

（手段）

Ｈ23決算額

53,916

千円その他財源 00
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実績

目標

実績
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

給食を実施していない夏休み期間中に工事を行う必要がある。
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H24

1

1

1

件

H25

H25

1

341

件

焼き物機改修工事

成果指標名

ボイラ－等改修工事

活動指標名

ボイラ－等改修工事

件

H23

事業番号

事業の

達成状況

ボイラ－等改修工事（ボイラ－本体（２台）、ボイラ－室及び蒸気配管）を改修するた

めの設計委託を実施した。

件

1

1

1

H26H24

焼き物機改修工事
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年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価
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事事事事
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方方方方

向向向向

性性性性

２７年度以降

の改善案

設備の保守点検結果を十分に検討し、適切な整備を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

学校給食法に基づき実施しており、給食を提供するうえで、調理設備の整備は必要

不可欠である。

判定理由

学校給食法に基づき実施しており、事業の廃止は困難である。

維　持

給食を実施していない夏休み期間中に工事を行う。

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。


